
プレスリリース 

報道関係者各位 

2022/11/21 

株式会社 八清 

 

「甦る路地再生プロジェクト」にて路地奥の新築住宅が完成。 

路地再生の新たな事例が誕生！ 

 

京町家の再生販売などを手掛ける京都の不動産会社、株式会社八清（本社：京都市下京区 代表取締役社

長：西村直己）が、京都市に連坦建築物設計制度の申請を行い、新築した住宅が完成しました。12 月 2

日（金）には建築関係者に向けた見学会を実施します。 

 

 

 

京都には都心 4 区だけで約 3,000 か所の路地があり、その路地に建ち並ぶ家の多くが建築基準法上の道

路に 2m 以上接道していない再建築不可の家です。空き家となり老朽化が進み倒壊の危険性もはらんだ

家があると、同じ路地に住む人たちが安心して暮らせるとは言い難い路地となり、京都のまちづくりに

おける課題の 1 つとなっています。 

本物件は再建築できない路地奥にある荒廃した空き家でしたが、連坦建築物設計制度を利用することで

再建築可能となり、新しい建物を建てることができました。 



京都市ではまだ連坦建築物設計制度を利用した事例はほとんどなく、今後この事例を参考に路地再生が

活発化し、安全に暮らせる路地が増えることを期待しています。 

 

■連坦建築物設計制度の難点 

連坦建築物設計制度を利用するにあたり、最大の難点となるのが、路地の所有者全員の同意を得ること

です。本案件では幸いにも、所有者が居住されており、連坦建築物設計制度を利用することのメリットを

理解していただけたので同意を得ることができました。申請には境界確定が必須ですが、確定がされて

おらず、測量に時間を費やすことになりました。 

 

■賀茂川を避難場所に 

重要な項目の 1 つが避難経路の確保です。本物件は賀茂川に面した場所にあり、路地の入口とは別に、

土手への避難経路を確保することで認可を得ることができました。他にも路地の整備や防災設備の設置、

管理組合の協定を路地の住人と締結するなど、連坦建築物設計制度を利用するにあたり様々な事項が必

要となります。 

 

■連坦建築物設計制度のメリット 

荒廃した家が新築され、避難経路の確保がされることで安心して暮らせるようになるほか、再建築不可

であった土地が再建築可能となることで、再販売しやすくなり土地の価値が上がることも大きなメリッ

トです。しかしながら、境界確定はもちろん、避難経路の確保や防災設備の設置も路地の住宅すべてが行

わなければならず、路地住人の協力も必要不可欠です。 

 

■今後の取り組み 

八清では現在、行政や民間企業と協力し、連坦建築物設計制度を利用した「中堂寺路地再生プロジェク

ト」にも取り組んでいます。事例を増やし、発信していくことで「安心・安全・快適」に暮らせる京都の

まちづくりに取り組んでいきます。 

 

＜連坦建築物設計制度とは？＞ 

建築しようとする敷地に、すでに建物が建っている別の敷地を含めてひとつの敷地とみなし各建築物の

位置及び構造が安全上、防火上、衛生上支障ないと特定行政庁が認めるものについては、複数建築物が同

一敷地内にあるものとみなして、建築規制を適用されます。 

参考 



＜写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜建築関係者様向けの見学会＞ 

日時：2022 年 12 月 2 日（金）14:30～16:00 

予約不要・入退場自由 

https://www.hachise.jp/project/aoiroji/index.html 

※詳細は八清の Web ページをご覧ください。 

 

＜物件概要＞ 

竣工 ：2022 年 8 月 

構造 ：木造２階建 

敷地面積：67.07 ㎡ 

延床面積：60.54 ㎡ 

施主：株式会社八清 

https://www.hachise.jp 

設計：一級建築士事務所 Bee design factory  

https://beedesignfactory.jp/ 

施工：株式会社フォレストウッド 

解体前の荒廃した本物件 解体前の建物の中 

完成後。賀茂川を望むリビング 路地の様子 



【株式会社八清】 

称号：株式会社八清（ハチセ） 

所在地：京都市下京区東洞院通高辻上る高橋町 619 番地 

設立：1956 年 

代表取締役社長：西村直己 

事業内容：主に京都市内の町家や中古住宅の再生販売、不動産コンサルティング・仲介・分譲・買取など。 

伝統構法で建てる新築京町家分譲プロジェクトや「安心」「安全」「快適」を根幹としたリノベーションに

より価値ある財産として住宅を再生させるプロジェクトを展開。 

URL：https://www.hachise.jp 

 

【お問い合わせ】 

株式会社 八清 

担当：メディアデザイン部 長谷川 

Tel：075-341-6321 

Email：office@hachise.jp 

https://www.hachise.jp/

